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 コッペパンってなぜいうの 

●
にほんせい

日本製のフランス
ご

語 

 コッペパンは、
きゅうしょく

給食 に
だ

出されたりして、
にほんじん

日本人ならだれでもよく
し

知っていますね。 

 コッペパンということばは、日本で
かんが

考え
だ

出されたものです。はっきりしたことはわかり

ませんが、どうやらフランス
ご

語の「コッペ」からきた
な ま え

名前のようです。フランス
ご

語で、「コ

ッペ」は｢
き

切った｣という
い

意
み

味です。 

 コッペパンは、日本が
たいへいようせんそう

太平洋戦争（１９４１～１９４５
ねん

年）をしていたころに
かんが

考え
だ

出さ

れたものです。そのころ、
しょくりょう

食料 が
ふ そ く

不足し、
しゅしょく

主食の
こめ

米やパンは、
はいきゅう

配給でしか
て

手に
い

入れるこ

とができませんでした。
いま

今のように、いつでも、どこでも
か

買えるというわけではなかったの

です。 

 このとき、このコッペパン１
こ

個が、ちょうど、
ひ と り

一人の１
しょくぶん

食分とされ、
はいきゅう

配給されたのです。

 
せんそう

戦争が
お

終わっても、
しょくりょう

食料 が
て

手に
はい

入らない
じ だ い

時代は
つづ

続きました。そのころ、日本を
せんりょう

占領し

ていたアメリカは、
しょくりょうなん

食糧難 に
くる

苦しむ
にほんじん

日本人のために、
こ む ぎ こ

小麦粉をおくってくれました。この
こ む ぎ こ

小麦粉を
つか

使って、コッペパンが
つく

作られ、
と

都
し

市にすむ
にほんじん

日本人たちは、コッペパンを
た

食べて、う

えをしのいだのです。 

●ジャムなどをぬって
た

食べた 

 コッペパンは、
ほそなが

細長い
やまがた

山形をした
しろ

白パンです。とてもやわらかいパンで、
たてなが

縦長に
き

切って、

ジャムやマーガリンをぬったり、おかずをはさんだりして
た

食べたのです。また、アメリカは
ふんまつ

粉末になったミルクもおくってくれました。そのころの
しょうがくせい

小学生は、
きゅうしょく

給食 の
じ か ん

時間に、
ふん

粉
まつ

末ミ

ルクをお
ゆ

湯にとかして、コッペパンといっしょに
た

食べたりしました。（監修・田代 脩）

 
                         


